
せたふく ホームページ アンケート 集計結果 
９月１日の定例会勉強会で、１２名の方に、“せたふく ホームページ評価”シートを基に、せたふく ホームページを見

ながら記入をいただきました。付図１の項目番号からサイト目的・ナビゲーション・文字・コミュニケーション項目が

高い評価となっているようすが、伺えます。これは、せたふく のホームページは、基本的には利用しやすい良い

HP と考えられます。 

低い評価の項目は、精査・検討が求められます。詳細は、付図２を参照。 

 

せたふく　ホームページ評価結果
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付図１ 

付図１の見方 
  ポイント：１点／人 

項目      

  項目番号：せたふく ホームページ評価の設問番号 
設問番号 内容 

１～２ サイト目的 

３～９ ナビゲーション 

10 リンク構造 

１１～１２ コンテンツのタイトル 

１３～１６ 文字 

１７～１８ リンク 

１９～２０ サイトマップ 

２１～２２ サイト内検索 

２３～２６ コミュニケーション 

２７～２９ プライバシー 

３０ セキュリティ 

３１～３６ WEB バリアフリー  



 
Ｎｏ． 低い評価の内容 

１ 
１． コンテンツに合ったタイトルが全ページに付けられているか 

表現方法： “せたふく の 活動” 

２ 

２． 全ページに、共通ページへのリンクが設置されているか 

ページ内のカテゴリが複数化した場合、コンテンツトップへ移動できる。 

介護保険適用 福祉用具 

           コンテンツトップへ 

    介護保険適用 福祉用具 

     ２０１０年度、新たに介護保険の対象となった福祉用。。。。。。。。。 

 

                                ページの TOP 

３ 
リンクの色はコントラストが明確で読みやすいか 

２．項目のようなページ内リンクの張り方 

４ 
クリック後のリンクはクリック前と異なる色で示されるか 

３項のようなページ作りの場合、有効 

５ 
サイトマップ 

サイトマップの利用状況の調査が必要 

６ 
問い合わせ方法が明示されているか 

問い合わせアドレスは、迷惑メールとなりかねないので、載せないほうが良い 

７ 
無断引用禁止を掲げていないか 

   記載内容が、一人歩きしないことでは、必要 

８ 
プライバシーとセキュリティ 

住宅相談・問い合わせによる個人情報の扱いについて記載が必要 

９ 

WEB バリアフリー 

   ここの検討に入る前に、PC 環境でサポートしている機能・外販アプリケーションの機能調査を理解し、 

検討が必要。 

付図２ 

 

反省点：技術的調査項目のため、説明付きとなりましたが、私にとって、貴重なデータを得ることが出来ました。 

しかし、目的をもって、ホームページを閲覧しているユーザへのアンケート項目の配慮が足らなかったことを

教わりました。 

 

 

平成２２年１０月７日 

大脇 秀雄 


